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清水町は今年、開町 120 年を迎えました。2012 年からの 10 年間、新たな

お祭りのスタートや渋沢栄一を通じた町おこしなど、様々な出来事があり

ました。写真とともに、町の歩みを振り返ってみましょう。

　
清
水
町
の
歴
史
は
、
明
治
31
年
、

日
本
経
済
の
父
と
言
わ
れ
る
渋
沢
栄

一
翁
が
設
立
し
た
「
十
勝
開
墾
合
資

会
社 

熊
牛
農
場
」
に
越
前
地
方
か
ら

26
戸
99
人
が
入
植
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
今
日

に
い
た
る
ま
で
、
一
節
一
節
と
年
輪

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
本
町
が
発
展
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た

の
は
、
偉
大
な
開
拓
者
精
神
の
も
と
、

盤
石
な
礎い
し
ず
え石
を
築
い
た
、
多
く
の
先

人
方
の
汗
と
、
血
に
ま
み
れ
た
努
力

の
賜
物
で
す
。

　
時
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
先
人
方

の
数
々
の
偉
業
を
称
え
、
本
町
の
素

晴
ら
し
さ
を
、
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
性
豊
か
な
資
源
や
先
人
に
よ

り
培
わ
れ
た
歴
史
を
尊
重
し
、「
人
と

人
と
の
絆
や
心
の
つ
な
が
り
が
あ
ふ

れ
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」、

「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
方
々
が
、
戻
っ

て
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」、「
将
来
を
担
う
人
材
が
、

こ
の
町
に
残
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
思

え
る
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
」

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
　
阿
部
　
一
男

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
へ
―
―

２
０
１
２

十
勝
若
牛
ア
ス
パ
ラ
ま
つ
り
を

初
開
催

２
０
１
５

新
ご
当
地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
北

海
道
で
、
十
勝
清
水
牛
玉
ス
テ
ー

キ
丼
が
３
連
覇
を
達
成
【
写
真
①
】

雪
印
清
水
工
場
跡
地
に
新
清
水

消
防
庁
舎
が
完
成
【
写
真
②
】

２
０
１
６

台
風
襲
来
、
河
川
氾
濫
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
る
【
写
真
③
】

２
０
１
８

Ｊ
Ｒ
羽
帯
駅
が
廃
止
、
さ
よ
な

ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
【
写
真
④
】

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発

生
、
道
内
全
域
で
大
規
模
停
電

が
起
こ
る

十
勝
清
水
肉
・
丼
ま
つ
り
を
初

開
催
【
写
真
⑤
】

２
０
１
９

町
内
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
な
つ
ぞ
ら
」
ロ
ケ
実
施
【
写
真
⑥
】

酪
農
発
祥
１
２
０
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
【
写
真
⑦
】

御
影
保
育
所
が
、
保
育
所
型
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行

十
勝
清
水
に
ん
に
く
肉
ま
つ
り

を
初
開
催
【
写
真
⑧
】

２
０
２
０

第
一
・
第
二
保
育
所
を
統
合
、

し
み
ず
保
育
所(

ぽ
っ
け)

を

開
所
【
写
真
⑨
】

２
０
２
１

渋
沢
栄
一
の
功
績
を
描
い
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を

衝
け
」
放
送
開
始
【
写
真
⑩
】

ミ
ラ
イ
に
繋
ぐ
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

と
か
ち
清
水
」
を
宣
言
【
写
真
⑪
】
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高橋　愛子　住宅防火の推進に尽力
平成 13 年　清水町婦人防火クラブ理事
平成 21 年　清水町町内火防係連絡協議会理事、
同協議会副会長

赤堀 美智子　住宅防火の推進に尽力
昭和 58 年～御影婦人防火クラブ監査、同クラブ
幹事、同クラブ会長

三好　敏雄　住宅防火の推進に尽力
平成 18 年　清水町町内火防係連絡協議会理事

中西　志麻　住宅防火の推進に尽力
平成 22 年　御影婦人防火クラブ監査

町づくりの功績に感謝を込めて――

　10 月 1 日に開催した「清水町開町 120 年記念式典」では、町の発展に貢献された 64 名と

12 団体の表彰を行いました。皆様の功績をご紹介します。※敬称略・順不同

社会功労賞

感謝状

勤続表彰

池原　和子　地域福祉の向上に貢献
平成  7 年　新得地区保護司会清水町分区監事
平成 17 年　同会副分区長

板橋　茂美　行政苦情の解決に貢献
平成 11 年～清水町行政相談委員

谷口　弘幸　危険物等からの安全確保等に貢献
平成 20 年～清水町危険物安全協会理事
平成 21 年　清水町消防後援会理事
平成 25 年　同後援会副会長

五十嵐　順一　災害活動の後援に尽力
平成 23 年～清水町消防後援会長

浅井　幸司　災害活動の後援に尽力
平成 21 年～清水町消防後援会理事

髙橋　髙志　教育の振興発展に寄与
平成 25 年～清水小学校図書館へ図書を寄贈

梶 　幸雄　災害活動の後援に尽力
平成 15 年　清水町消防後援会理事
平成 21 年　同後援会総務担当理事

三澤 吏佐子　教育行政の推進に尽力
平成 13 年　清水町社会教育委員
平成 17 年～清水町教育委員、同委員長、教育長

清水町町内会連絡協議会　（会長　長尾 克幸）
昭和 56 年４月設立
町内会相互の連携・親睦を深め、幅広いボランティア活動を実施

御影地域づくり推進協議会　（会長　米光 良一）
昭和 48 年 12 月設立
生活環境の整備等、幅広いボランティア活動を実施

清水町町づくり推進協議会　（会長　長尾 克幸）
昭和 59 年 3 月設立
住み良い地域・町づくりの実現のため、幅広いボランティア活動を実施

ペケレの会　（代表　平岡 洋子）
昭和 47 年に御影老人家庭慰問奉仕団として発足
その後活動内容を変更し、高齢者の健康づくりと交流活動等を実施

ボランティアななかまど　（代表　高橋 敬子）
昭和 59 年設立
町デイサービスセンター援助、町社会福祉協議会へのボランティア活動等を実施

たんぽぽの会　（代表　増田 紀子）
平成 8 年設立（前身は富士町内ボランティア）
町デイサービスセンターへのボランティア協力やサロン活動を実施

いちごの会　（代表　田中 幸子）
平成 11 年設立
町デイサービスセンターへのボランティア活動を実施

ＪＡ十勝清水町そよかぜの会　（代表　滝本 和子）
平成 10 年設立
ヘルパー精神とホームヘルプサービスについての習得活動等を実施

五月会　（会長　石井 照江）
平成 4 年結成
図書館、幼稚園、保育所、小学校等での読み聞かせ活動を実施

さくら会　（代表　逢坂 昌子）
平成 12 年設立
精神疾患を持つ方々の社会復帰を支え、家族への相談支援等を実施

ふまねっとサポーターしみず　（代表　辻 キミ子）
平成 23 年設立
ふまねっと運動のサポーター資格を持つ会員による、高齢者への運動教室等を実施

生涯学習ボランティア書道部会　（会長　山名 眞亮）
平成 17 年度から町内小中学校の授業に対するボランティア活動を実施

三田村 英明　災害活動の後援に尽力
平成 15 年　清水町消防後援会理事
平成 19 年　同後援会監事

馬渕　 悟　まちづくりに貢献
まちづくり基本条例の策定において、アドバ
イザーとして指導助言や条例制定等に尽力

小林　信子　地域福祉の向上に貢献
平成  8 年～清水町赤十字奉仕団委員、同奉仕団
副委員長、同奉仕団委員長

有澤　秀幸　消防事業の活性化に貢献
昭和 63 年　清水町防火管理者連絡協議会理事
平成 26 年　同協議会長

三澤　幸三　地域福祉の向上に貢献
平成 16 年　民生委員・児童委員
平成 19 年　同委員会副会長

西川　雅子　住宅防火の推進に尽力
平成 11 年　清水町婦人防火クラブ役員
平成 21 年　清水町町内火防係連絡協議会副会長

山名　洋美　更生保護活動に貢献
平成 15 年　清水町更生保護女性会副会長

山本 美枝子　住宅防火の推進に尽力
平成  7 年　清水町婦人防火クラブ役員
平成 21 年　清水町町内火防係連絡協議会理事

山本　修一　危険物等からの安全確保に貢献
平成 16 年　清水町危険物安全協会副会長
平成 24 年　同協会長

川端　和仁　危険物等からの安全確保に貢献
平成 17 年　清水町危険物安全協会理事
平成 24 年　同協会副会長

三好　昌彦　危険物等からの安全確保に貢献
平成 19 年　清水町危険物安全協会理事

坂上 壽美子　国民健康保険事業の運営・発展に尽力
平成 15 年～清水町国民健康保険運営協議会委員

武田　靜江　女性の地位向上・ボランティア活動に尽力
平成  4 年～清水町女性団体連絡協議会副会長、
同協議会理事、同協議会長

中野 由喜子　地域福祉の向上に貢献
平成  8 年　清水町赤十字奉仕団副委員長

田中　幸子　地域福祉の向上に貢献
平成 11 年～いちごの会 会長

永井　喜子　地域福祉の向上に貢献
平成 12 年　清水町赤十字奉仕団委員
平成 20 年　同奉仕団副委員長

増田　紀子　地域福祉の向上に貢献
平成  8 年～たんぽぽの会 会長

金堀　克浩　健全な青少年育成に寄与
平成 14 年　清水町子ども会育成連絡協議会副会長
平成 29 年　同協議会理事

櫻井 美紀子　地域福祉の向上に貢献
平成 14 年　清水町赤十字奉仕団委員
平成 16 年　同奉仕団委員長

児玉　一紀　地域福祉の向上に貢献
平成 16 年～民生委員・児童委員、同委員会庶務
会計、同委員会長

村下　 勤　住宅防火の推進に尽力
平成 23 年　清水町町内火防係連絡協議会監事
令和  4 年　同協議会副会長

太田　恵子　更生保護活動に貢献
平成 15 年　清水町更生保護女性会長
平成 29 年　同会理事

白井　 豊　住宅防火の推進に尽力
平成 18 年　清水町町内火防係連絡協議会副会長

横山　俊峰　消防事業の活性化に貢献
平成 18 年　清水町防火管理者連絡協議会理事

宮崎　正則　自治行政に尽力
平成 18 年　清水町公平委員会委員
平成 21 年　同委員長

梶山　貴史　農業振興に尽力
平成 20 年　清水町農業委員
令和  2 年～同委員会長職務代理者

上出　和子　地域福祉の向上に貢献
平成  6 年　清水町赤十字奉仕団委員
平成 22 年　同奉仕団副委員長

長嶺　節子　地域福祉の向上に貢献
平成 12 年～さくら会 会長
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樺
山
　
渋
沢
は
、
日
本
の
経
済
・
近
代
産
業

発
展
の
た
め
、努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

農
業
を
抜
き
に
し
て
、
新
し
い
日
本
社
会
が

で
き
る
訳
が
な
い
と
気
付
い
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
清
水
町
の
原
野
を
見
て
、
日
本
を
広

く
開
拓
し
て
行
く
と
決
断
し
、渋
沢
自
身
も
、

清
水
町
に
恩
義
を
感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
。

福
岡
　
渋
沢
栄
一
を
主
人
公
と
決
め
る
ま

で
、
様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
人

生
は
、
な
か
な
か
す
ご
く
、
倒
さ
れ
た
側
に

入
り
、
明
治
政
府
に
呼
ば
れ
改
革
を
し
、
国

づ
く
り
に
尽
力
し
、昭
和
ま
で
生
き
ま
し
た
。

生
き
る
、
生
き
て
何
か
し
て
行
こ
う
と
い
う

部
分
が
着
目
点
で
す
ね
。
小
さ
い
頃
、
母
親

か
ら「
み
ん
な
が
幸
せ
な
の
が
一
番
な
の
だ
」

と
言
わ
れ
、
そ
れ
に
生
涯
取
り
組
ん
だ
人

物
だ
と
思
い
ま
す
。
吉
沢
亮
さ
ん
の
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
は
、
若
い
の
に
芯
が
あ
っ
て
、
何

か
を
成
し
遂
げ
そ
う
な
感
じ
が
良
い
と
い
う

理
由
か
ら
で
し
た
。

阿
部
　
視
聴
者
と
し
て
は
、
一
週
間
が
大
変

待
ち
遠
し
く
、
役
者
さ
ん
た
ち
の
演
技
を

じ
っ
く
り
と
楽
し
め
る
作
品
で
し
た
。
福
岡

さ
ん
に
会
う
の
は
今
日
が
６
回
目
。
お
会
い

し
た
当
初
は
、
清
水
町
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、

お
会
い
す
る
度
に
、
渋
沢
栄
一
が
つ
な
い
で

く
れ
た
縁
な
の
か
、
前
向
き
に
検
討
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
30
秒
で
す

が
「
第
39
回
ゆ
か
り
の
地
紀
行
」
に
清
水
町

を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
少
し
だ
け
全
国

区
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。
清
水
町
で
も
、

壮
絶
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
全
国
に

発
信
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
島
　
私
が
一
番
感
動
し
て
い
る
の
は
、
渋

沢
栄
一
が
一
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る

際
に
、
深
谷
市
八や
つ
も
と基
の
獅
子
舞
の
日
を
一
番

最
初
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
書
い
て
い
た
こ
と

で
す
。
あ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
功
績
が
あ
る

方
で
も
、
ふ
る
さ
と
を
心
の
中
に
置
い
て
い

ま
し
た
。今
後
、清
水
町
の
若
者
も
夢
を
持
っ

て
、外
へ
出
て
行
く
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
、
渋
沢
栄
一
を
見
習
っ
て
、
ふ
る

さ
と
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
上
で
、
夢
に
向

か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
私
は
今
、
子

ど
も
た
ち
に
、渋
沢
栄
一
の
考
え
方
の
中
で
、

こ
う
い
っ
た
部
分
を
一
番
大
事
に
教
え
て
い

ま
す
。

渋
沢
栄
一
に
つ
い
て
―
―

大
河
ド
ラ
マ
『
青
天
を
衝
け
』
に
つ
い
て

渋
沢
栄
一
の
教
え

　名誉ある賞をいただき、誠にありがとうございます。

　町長の式辞の中で、身に余るお褒めのお言葉をいただき、今後

より一層精進して参りたいと、あらためて身の引き締まる思いで、

決意を新たにしたところでございます。

　開町 120 年の節目に、私たちの活動が認められましたことは、

受賞者一同、喜びにたえません。これもひとえに、行政の人と仲

間の努力がありましたことに、深く感謝いたしております。

櫻井　美紀子

金田　和廣
通算 24 年にわたり、北 1 条町内会長を歴任

長尾　克幸
通算 18 年にわたり、日の出 3 町内会長を歴任

土門 　勲
通算 16 年にわたり、西文化町内会長を歴任

守田　秀和
通算 30 年にわたり、下佐幌 2 農事組合長を歴任

大野　春雄
通算 15 年にわたり、宮の森団地町内会長・西清水町内会長を歴任

木村　幸夫
通算 10 年にわたり、平和町内会長を歴任

室田　誠二
通算 22 年にわたり、日清町内会長を歴任

菅原 八百一
通算 17 年にわたり、清和団地町内会長を歴任

白石　孝夫
通算 21 年にわたり、下佐幌協心農事組合長を歴任

平賀 　誠
通算 15 年にわたり、人舞 4 農事組合長を歴任

牧野　真樹
通算 11 年にわたり、東人舞農事組合長を歴任

三谷　秀俊
通算 10 年にわたり、御影鉄南農事組合長を歴任

浅水 　満
通算 11 年にわたり、東羽帯農事組合長を歴任

松下　信行
通算 10 年にわたり、御影平和農事組合長を歴任

斉木　孝明
通算 10 年にわたり、東郷愛農事組合長を歴任

那須野 敏弘
通算 10 年にわたり、御影平和農事組合長を歴任

佐藤　正広
通算 10 年にわたり、千才農事組合長を歴任

吉田　安宏
通算 14 年にわたり、人舞共栄農事組合長を歴任

小島 　繁
通算 22 年にわたり、日光町内会長を歴任

村下　榮蔵
通算 11 年にわたり、竹葉町内会長を歴任

富樫　勝治
通算 10 年にわたり、若松町内会長を歴任

川原 　忠
通算 11 年にわたり、清和 1 町内会長を歴任

武田　秀夫
通算 29 年にわたり、南清水町内会長を歴任

藤岡　房雄
通算 11 年にわたり、西都町内会長を歴任

町内会長・農事組合長 感謝状

受賞者代表メッセージ

特集 120th ANNIVERSARY

清水町開町 120 年
特集 120th ANNIVERSARY

清水町開町 120 年

渋沢栄一がつないだ縁、集結――
ゆかりの深い４名によるパネルディスカッション

清水町長

阿部一男 × × ×埼玉県深谷市長

小島進

渋沢栄一記念財団
理事長

樺山紘一

ＮＨＫ大阪放送局
チーフプロデューサー

福岡利武

　式典後には、「清水町開町 120 年記念シンポジウム」を開催。埼玉県深谷市長による

記念講演会や、渋沢栄一と関わりの深いパネラーを招いたパネルディスカッションが

行われました。ここでは、パネルディスカッションの様子を抜粋してお伝えします。

町公式 YouTube チャン

ネル「うっちゃんねる」

では、当日のシンポジ

ウムの様子を配信中！

ぜひ、ご覧ください！

▶ 動画配信中
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11 月号11 月号

　　11 月３日、令和４年度清水町文化賞・スポーツ賞表彰　　11 月３日、令和４年度清水町文化賞・スポーツ賞表彰
式が開催され、団体の部・個人の部の受賞者へ、各賞が式が開催され、団体の部・個人の部の受賞者へ、各賞が
贈られました。贈られました。
　　この表彰は、本町の文化・スポーツ振興のために、長　　この表彰は、本町の文化・スポーツ振興のために、長
年にわたり貢献された方や、文化・スポーツ大会におい年にわたり貢献された方や、文化・スポーツ大会におい
て、優秀な成績を収められた方を表彰するものです。て、優秀な成績を収められた方を表彰するものです。
　　表彰式では、山下教育長から各受賞者へ楯が授与され　　表彰式では、山下教育長から各受賞者へ楯が授与され
た後、受賞者を代表して有澤輝彰さんから謝辞をいただた後、受賞者を代表して有澤輝彰さんから謝辞をいただ
きました。受賞された皆さんに心よりお祝い申し上げ、きました。受賞された皆さんに心よりお祝い申し上げ、
ご紹介します。ご紹介します。

秋～心を染める　色の中で　感性みずみずしく

図書館だより

　　「読みたい本のタイトルを忘れた」、「調べ
たいことがあるが、どう調べたらいいのか分
からない」など、困ったことはありませんか？
　　そんな時は、図書館にご相談ください。図
書館では、皆さんの知りたい情報を一緒に探
す「レファレンスサービス」があります。
　　これまで、「釘を使用しない木の接続方法
の呼び方を知りたい」、「よく飛ぶ紙飛行機を
作りたい」など、様々な調べもののお手伝い
をしてきました。
　　皆さんからの相談は、図書館の本を選ぶ際
の参考となり、大変貴重なものです。「こん
なこと聞いても大丈夫かな…」と遠慮せず、
お気軽にお尋ねください。

新着図書からピックアップ

毎月 19 日はしみず読
どく

書
しょ

の日

台中市の清水国民小学校と清水小学校、
御影小学校との「国際交流事業」

　　昨年度から、姉妹校締結を目指して交流を深め
る覚書を交わした台中市の清水国民小学校（高学
年）と、清水小学校・御影小学校（６年生）による「国
際交流事業」の１回目をオンラインで行いました。
　　本事業は今年で２年目。各校の子どもたちは、
外国語の学習で身に付けた英語力と、写真やカー
ド等を使って、自己紹介や町の紹介、ジャンケンゲー
ム等で楽しく交流しました。
　　また、清水町を更に知ってもらおうと、選択式
のクイズを出すなど、工夫して取り組みました。
英語指導講師の棚田先生や英語指導助手のアシュ
リーさんやトレバーさん等のサポートのおかげで、
充実した交流ができました。
　　次回も内容の工夫や全員参加のもと、より活発
な学習・交流となるよう準備していきます。

そうだ！図書館に聞いてみようそうだ！図書館に聞いてみよう

『乱鴉の空』
『夜の道標』
『此の世の果ての殺人』
『祝祭の子』
『リバー』　
『浅草ルンタッタ』
『祈りのカルテ　２』
『嘘つきジェンガ』
『汝、星のごとく』
『レッドゾーン』
『SLやまぐち号殺人事件』
『クリ粥』
『人間の業』

あさのあつこ著
芦沢央著

荒木あかね著
逸木裕著

奥田英朗著
劇団ひとり著
知念実希人著

辻村深月著
凪良ゆう著
夏川草介著

西村京太郎著
山本一力著
百田尚樹著

おすすめの本・新着図書の情報などは図書館
ホームページからもご覧になれます！ホーム
ページは左記のＱＲコードまたは「十勝　清水　
図書館」で検索してみてください！

清水小学校６年生～喜びのピース清水小学校６年生～喜びのピース
サインでおわかれ。サインでおわかれ。

御影小学校６年生～ジャンケン御影小学校６年生～ジャンケン
ゲームで大盛り上がり。ゲームで大盛り上がり。

社会教育関係団体紹介
● 子育てコミュニティ Komorebi ●

　　正解のない育児。日常の些細なモヤモヤを、気
軽に口から出せる『自身の居場所』を、ママたちの
日常にそっと寄り添う形でつくりたい。その想いで、

【ママがゆるむ会】を開催しています。
　　毎回、メンバーが今まさに話したいテーマを出し
合い、自由気ままにお話ししています。子どもと
一緒にできる「ゆるヨガ」や「ご褒美ＴｅａＴｉｍｅ」
で自身を大切にする時間。皆さんが心から頼りたい
仲間が１人でも増えるようにと、活動中です。
●　活動日時　
　　『ママがゆるむ会』月１～２回 10 時 30 分～ 12 時
●　活動場所　　文化センター２階　幼児室
●　問い合せ　　大石　絢美（☎ 080-6908-7173）

『よくみると…　もっと！』　　shimizu 作
　　ドーナツの絵をよく
見ると、クマと犬！そ
して、アイスやイチゴ
もよく見ると…。
　　美味しそうな食べ物
がよく見たら違うもの
という発見が楽しい絵
本です。「読書の秋」「食

欲の秋」の、親子の読書にオススメです。

令和４年度令和４年度  
清水町文化賞・スポーツ賞清水町文化賞・スポーツ賞

受賞者紹介！受賞者紹介！

清水町スポーツ優秀賞
【奨励部門】卓球

清水町文化優秀賞
【優秀部門】弁論

清水町スポーツ優秀賞
【奨励部門】野球

令和４年５月 29 日に帯広市で開催された令和４年５月 29 日に帯広市で開催された
「社会人卓球大会十勝地区予選会」一般男「社会人卓球大会十勝地区予選会」一般男
子シングルスＡにおいて優勝されました。子シングルスＡにおいて優勝されました。

令和４年５月 12 日に札幌市で開催された令和４年５月 12 日に札幌市で開催された
「令和４年度商工会青年部主張発表北海道「令和４年度商工会青年部主張発表北海道
大会」において最優秀賞を受賞されました。大会」において最優秀賞を受賞されました。

松浦　和広松浦　和広  さんさん 有澤　輝彰有澤　輝彰  さんさん

清水町職　野球部清水町職　野球部（監督 岡 直矢）（監督 岡 直矢）

令和４年６月 11 日～ 12 日に鹿追町で開催さ令和４年６月 11 日～ 12 日に鹿追町で開催さ
れた「第 54 回全道自治体職員等野球選手権全れた「第 54 回全道自治体職員等野球選手権全
道優勝大会　十勝地方本部予選大会」Ｂブロック道優勝大会　十勝地方本部予選大会」Ｂブロック
において優勝されました。において優勝されました。

【選手一覧】西山知宏、石川拓磨、山下広二朗、田村研登、小林怜央、石川 瞭、太田 希、廣富純輝、前田翔平、【選手一覧】西山知宏、石川拓磨、山下広二朗、田村研登、小林怜央、石川 瞭、太田 希、廣富純輝、前田翔平、
杉本大地、栗本 剛、前道陽平、井上雄斗、菅野翔平、有田 芯、青砥悠賀、若原颯汰杉本大地、栗本 剛、前道陽平、井上雄斗、菅野翔平、有田 芯、青砥悠賀、若原颯汰

表彰式で教育長から楯を受け取る表彰式で教育長から楯を受け取る
清水町職 野球部の西山さん清水町職 野球部の西山さん

表彰式で教育長から楯を受け取る表彰式で教育長から楯を受け取る
有澤さん有澤さん

9 8学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える ●「ゆう・える」とは 「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・裕「ゆう」は、友・YOU から人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・裕 から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。
「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習）「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習） のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。 学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える



ド
イ
ツ
式
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プ
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オ
、
ハ
ロ
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農
機
具
、
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馬
2
頭
、
乳
牛
3
頭
、
豚

3
頭
、
鶏
35
羽
な
ど
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提
供
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ッ
ホ
は
、
清
水
町
で
の
農
業
経
営

に
、
情
熱
と
誇
り
を
持
っ
て
あ
た
り
、

そ
の
営
農
の
独
創
性
は
、
地
元
農
民
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
農
業
形
態
は
、
甜
菜
中
心
の

「
混
合
農
業
経
営
」
で
、
家
畜
ビ
ー
ト
、

燕え
ん
ば
く麦

、
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豆
、
馬

鈴
し
ょ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
年
の
契
約
期
間
を
2
年
延
長
し
た

後
、
青
年
酪
農
家 

三
澤
正
男
と
結
婚
し

た
次
女
の
ヘ
ル
タ
を
日
本
に
残
し
、
コ
ッ

ホ
家
族
は
、
昭
和
5
年
に
帰
国
し
ま
し

た
。

　

コ
ッ
ホ
を
派
遣
し
た
ド
イ
ツ
の
製
糖

工
場
は
現
存
し
て
い
て
、
現
在
の
日
本

甜
菜
製
糖
株

式

会

社

と

１
０
０
年
の

年
月
を
超
え

た
今
で
も
、

緊
密
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
保
っ
て

い
ま
す
。

　

清
水
町
で
の
農
業
技
術
の
進
歩
に
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
が
何
人

か
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
り
が
、
フ
リ
ー

ド
リ
ッ
ヒ
・
コ
ッ
ホ
で
す
。

　

開
墾
当
時
の
十
勝
の
肥ひ

よ

く沃
な
大
地
も
、

連
作
や
無
施
肥
に
よ
り
、
作
物
の
品
質

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
、
大
正
9
年
に
製
糖
工
場
が
稼
働
し

は
じ
め
た
甜て

ん
さ
い菜

の
糖
度
が
上
が
ら
な
い

と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

甜
菜
の
糖
度
が
、
日
本
は
採
算
ラ
イ

ン
を
下
回
る
10
％
、
ド
イ
ツ
は
20
％
を

越
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
解
決
す
べ

く
、
北
海
道
庁
は
ド
イ
ツ
の
製
糖
工
場

に
、
改
良
の
援
助
を
求
め
ま
し
た
。
そ

こ
で
選
ば
れ
た
の
が
、
清
水
町
に
派
遣

さ
れ
た
コ
ッ
ホ
で
す
。

　

コ
ッ
ホ
は
、
製
糖
会
社
の
甜
菜
部
に

勤
務
し
、
ビ
ー
ト
栽
培
技
術
者
と
し
て
、

社
内
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
契
約
期
間
は
5
年
で
、
貸
与
さ
れ

た
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
、
住
居
、
畜
舎
、

・
文
責　

宮
﨑　

幸
夫

  

（
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
）

清
水
歴
史
探
訪

清
水
歴
史
探
訪

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

      

『
清
水
町
の
農
業
の
変
遷
』

『
清
水
町
の
農
業
の
変
遷
』
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健康
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福祉福祉のの
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ろばひろば

②②  

「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
コ
ッ
ホ
」

「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
コ
ッ
ホ
」

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
在
宅
支
援
係

保
健
福
祉
課
在
宅
支
援
係

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
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6969
‐
２
２
３
３

‐
２
２
３
３

町内に建てられたコッホの住宅町内に建てられたコッホの住宅

酪
農
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

酪
農
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

新しい仲間を新しい仲間を
迎えました !迎えました !

船
ふ な せ こ

迫　なな さん

畜産支援協力員

年齢年齢：31 歳　出身地出身地：札幌市
趣味：映画鑑賞・カフェ巡り
～私がやってみたいこと～～私がやってみたいこと～
運転が苦手なので、早く慣れ
て色々な所にいってみたい！

　　
以
前
ま
で
は
、
介
護
関
係
の
職
に
就
い

て
い
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
動
物
が
大

好
き
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
動
物
と

関
わ
れ
る
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　　
酪
農
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

家
族
で
牧
場
体
験
に
行
っ
た
こ
と
で
、
そ

こ
で
牛
や
馬
と
触
れ
合
っ
た
時
の
こ
と
が

今
で
も
印
象
に
残
って
い
ま
す
。

清
水
町
の
印
象
は
？

清
水
町
の
印
象
は
？

　　
清
水
町
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
豊

か
で
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
で
す
。

　　
酪
農
家
さ
ん
や
他
の
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ

ん
、
担
当
し
て
く
れ
た
役
場
職
員
の
方
々

が
と
て
も
親
切
で
、
丁
寧
に
一つ
ひ
と
つ

教
え
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
は
？

こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
は
？

　　
ま
ず
は
、
変
則
的
な
勤
務
時
間
や
体

力
を
使
う
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　　
酪
農
に
関
す
る
知
識
が
全
く
無
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、
１
ヵ
月

半
が
経
っ
た
今
で
も
、
覚
え
る
こ
と
が
多

く
、
戸
惑
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
を
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
方
々
の
た
め
に
も
、
い
ち
早
く

仕
事
を
覚
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。もっと勉強もっと勉強

頑張ります頑張ります！！

応援応援
してね！してね！

■
通
い
の
場
と
は

通
い
の
場
と
は

　　
高
齢
者
の
方
々
が
「
日
常
的
に
」

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
」「
地
域
の

方
々
と
ふ
れ
あ
う
」
こ
と
が
で
き

る
「
場
」
の
こ
と
で
す
。

　　
通
い
の
場
に
は
、
地
域
の
サ
ロ

ン
等
、
地
域
住
民
が
活
動
主
体

と
な
っ
て
行
う
も
の
と
、
行
政
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
介
護
予
防
に

資
す
る
体
操
等
の
活
動
が
あ
り
ま

す
。

　　
町
で
は
、
日
頃
の
運
動
不
足
の

解
消
と
介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

の
た
め
に
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

町
民
の
方
を
対
象
に
、
通
い
の
場

と
し
て
、介
護
予
防
運
動
教
室
「
い

き
い
き
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

■
「
い
き
い
き
教
室
」

　　
登
録
者
は
２
４
０
名
を
超
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
、
毎
回
楽
し
く
行
って
い
ま
す
。

【
い
き
い
き
ス
ト
レ
ッ
チ
】

　 

毎
週
月
曜
日
の
午
後
開
催

・ 

自
宅
で
も
行
え
る
簡
単
な
体
操

や
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
座
っ
た
ま
ま

行
え
る
筋
ト
レ
、
認
知
症
予
防

を
目
的
と
し
た
脳
ト
レ
等
を
行

う
教
室
と
、
マ
ッ
ト
を
敷
い
た

床
で
ヨ
ガ
や
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
等
を
行
う
２
つ
の
コ
ー
ス

に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

通 い の 場 で通 い の 場 で

『 心 と 体 の 健 康 づ く り 』『 心 と 体 の 健 康 づ く り 』

【
い
き
い
き
音
レ
ク
】

　 

毎
週
金
曜
日

　
（
午
前:

御
影
、
午
後:

清
水
）

・ 

通
信
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
大
き
な
画
面
に
映
し
出

さ
れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
、
生

活
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や
脳
ト
レ
、

健
康
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
歌

謡
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
名
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
参
加
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
た
声
掛
け
を
行
い
、
体
操

の
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
が
ら
進
行
す
る
の
で
、
身
体

に
負
担
な
く
楽
し
く
体
操
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■
最
後
に

最
後
に

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
外
出
す
る

機
会
や
人
と
関
わ
る
機
会
が
減
少

し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　　
い
き
い
き
教
室
は
、
い
つ
で
も

好
き
な
時
に
気
軽
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
教
室
な
の
で
、
ご
家
族
、

ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

西
久
保　

ほ
な
み　

栄
養
士

体
内
時
計
と
朝
ご
は
ん

食
事
や
運
動
な
ど
の
刺
激
も
加
わ
る
こ
と

で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
こ
の「
リ
セ
ッ
ト
」

が
「
時
刻
合
わ
せ
」
で
あ
り
、
健
康
的
な

体
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
す
。

　　
さ
ら
に
「
お
な
か
の
時
計
」
は
、
毎
日

同
じ
時
刻
に
朝
食
を
と
る
こ
と
で
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

食
べ
る
た
め
に
は
、
食
事
に
先
だ
っ
て
胃
の

蠕ぜ
ん
ど
う動

運
動
や
消
化
液
の
分
泌
な
ど
、
お
な

か
の
準
備
が
必
要
で
す
。
も
し
朝
に
食
欲

が
わ
か
な
い
人
は
、
こ
の
準
備
が
整
わ
な

い
こ
と
が
習
慣
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　
朝
食
は
、
体
内
時
計
を
規
則
的
に
調
整

す
る
だ
け
で
な
く
、
代
謝
の
向
上
、
排
便

促
進
、
脳
の
活
性
化
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
朝
食
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、主
食
（
ご

は
ん
・
パ
ン
・
麺
）、
主
菜
（
肉
・
魚
・
卵
・

大
豆
製
品
）、
副
菜
（
野
菜
・
き
の
こ
・
海

藻
類
）
を
３
食
で
揃
え
て
食
べ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　　
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
の
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
か
ら
、
お
な
か
の

準
備
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

や
ス
ー
プ
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。
体
内
時

計
が
整
う
こ
と
で
、
今
ま
で
よ
り
も
快
適

な
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　　
「
お
な
か
が
す
い
た
な
と
思
っ
た
ら
、
お

昼
の
12
時
だ
っ
た
」
な
ん
て
経
験
は
あ
り
ま

す
か
？
「
お
な
か
の
時
計
」
が
リ
ズ
ム
よ

く
働
い
て
い
る
証
拠
で
す
ね
。

　　
こ
の
よ
う
な
空
腹
の
リ
ズ
ム
の
他
、
睡

眠
や
覚
醒
、
体
温
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な

ど
は
、
私
た
ち
の
体
に
備
わ
る
体
内
時
計

に
よ
り
、
ほ
ぼ
24
時
間
の
周
期
で
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
例
え
ば
、
幼
い
頃
か
ら
身
に
付
い
て
い
る

「
朝
に
な
る
と
目
が
覚
め
、
夜
に
な
る
と
眠

く
な
る
」
と
い
う
リ
ズ
ム
は
、
体
内
時
計
が

規
則
的
に
働
い
て
い
る
た
め
で
す
。

　　
し
か
し
、
夜
更
か
し
や
欠
食
な
ど
に
よ

り
生
活
習
慣
が
乱
れ
る
と
、
体
内
時
計
が

狂
って
し
ま
い
ま
す
。
丈
夫
で
健
康
的
な
体

づ
く
り
の
た
め
に
は
、「
体
内
時
計
の
時
刻

合
わ
せ
」
が
日
々
必
要
で
す
。
あ
る
研
究

で
は
、
こ
の
リ
ズ
ム
が
整
う
こ
と
で
太
り
に

く
い
体
に
な
る
こ
と
が
分
か
って
き
た
よ
う

で
す
。

　　
体
内
時
計
に
は
、
大
き
な
リ
ズ
ム
を
刻

む
「
主
時
計
」
と
、そ
れ
に
連
動
す
る
「
末

梢
時
計
」
が
あ
り
ま
す
。
主
時
計
は
脳
に

あ
り
、
末
梢
時
計
は
脳
や
胃
、
心
臓
、
筋

肉
な
ど
体
中
に
あ
り
ま
す
。
主
時
計
は
、

起
床
時
に
朝
日
を
浴
び
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
、末
梢
時
計
は
、朝
日
を
浴
び
た
上
で
、
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短 

歌

四
季
の
花
心
を
い
や
し
老
い
の
身
を

　

秋
明
菊
は
可
憐
に
咲
き
ぬ

日
々
拝
す
十
勝
平
野
の
朝
の
陽
よ

　

地
平
線
よ
り
ぽ
っ
か
り
と
浮
き

　
　

  　

蜂
の
寄
る
そ
の
時
だ
け
は
菊
苅
ら
ず

　

倒
れ
し
醜
さ
辛
抱
し
よ
う

電
線
を
ね
ぐ
ら
と
す
る
か
連
ら
な
り
て

　

烏
の
大
群
陽
の
落
ち
て
ま
で

父
植
え
し
朝
鮮
五
葉
も
大
木
に

　

リ
ス
の
親
子
が
た
わ
む
れ
駆
け
る

母
が
着
し
紬
の
着
物
に
手
を
通
す

　

母
の
思
い
も
一
緒
に
羽
織
る

　
　
　

国
葬
の
賛
否
の
中
を
厳
戒
に

　

安
倍
元
首
相
の
由
々
し
き
映
像

四
方
の
窓
あ
け
れ
ば
す
ず
風
身
を
撫
で
ぬ

　

今
宵
は
早
に
中
秋
満
月

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

　

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

【
玲
瓏
短
歌
会
】

田
村
徳
子

宗
像
三
郎

大
石　

尚

藤
原
静
子

森
山
ヤ
ヨ
イ

村
谷
三
恵

安
済
哲
子

橋
本
佳
代
子

★
表
紙
が
、
全
校
生
徒
先
生
方

み
ん
な
が
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
い

て
素
晴
ら
し
い
。
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
と
同
じ
く
子
供
た
ち
の
記

憶
に
残
る
人
文
字
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

あ
っ
た
ら
良
い
な
と
思
っ
た
。

★
複
雑
な
町
の
財
政
を
、
分
か

り
や
す
く
表
示
し
て
い
る
。
職

員
人
件
費
も
示
し
て
欲
し
い
。

★
ま
ち
の
家
計
簿
の
歳
入
・
歳

出
が
カ
ラ
ー
印
刷
で
色
分
け
が

見
や
す
く
理
解
し
や
す
か
っ
た
。

★
町
に
赤
字
が
な
い
の
は
安
心

し
た
が
、
今
後
の
町
づ
く
り
へ
の

課
題
は
何
な
の
か
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
た
。

★
ま
ち
の
お
金
が
活
用
さ
れ
ま

し
た
！
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

あ
り
、
町
民
の
生
活
が
、
よ
り

良
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
感
で
き

た
。

★
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
各

種
移
住
定
住
促
進
奨
励
金
・
補

助
事
業
は
有
効
な
方
法
の
一
つ

だ
と
思
う
。
移
住
者
が
増
え
る

こ
と
を
望
む
。

広
報
モ
ニ
タ
ー

広
報
モ
ニ
タ
ー

太
田
　　雅
代
　　さ
ん
　　御
影
中
央

笹
倉
　　大
嗣
　　さ
ん
　　日
の
出
３

杉
山
　　靜靜
子
　　さ
ん
　　富
士

久
保
　　道
雄
　　さ
ん
　　一
新

浅
野
　　栄
子
　　さ
ん
　　東
洋

千
　　　　　守
　　　さ
ん
　　下
佐
幌
北
栄

桑
島
　　民
男
　　さ
ん
　　桂
町

玉
井
　美
榮
子
　さ
ん
　　大
和

山
口
　ア
イ
子
　さ
ん
　　中
熊
牛
２

穴
生
　　正
子
　　さ
ん
　　曙

川
江
　智
恵
子
　さ
ん
　　奉
賛

加
納
　　正
二
　　さ
ん
　　郷
愛

哀
悼

★
清
水
歴
史
探
訪
で
は
、
様
々

な
困
難
を
乗
り
越
え
、
寒
冷
地

に
強
い
甜
菜
が
、
重
要
な
役
割

を
持
ち
、
農
地
が
広
が
っ
て
い
っ

た
歴
史
を
知
っ
た
。
原
料
運
搬
の

鉄
道
が
整
い
、
そ
の
河
西
鉄
道

が
、
交
通
の
他
に
、
文
化
の
光

に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
強
く
印

象
に
残
っ
た
。

★
健
康
最
前
線
は
、
大
変
参
考

に
な
る
。
今
後
も
注
意
事
項
を

掲
載
し
て
欲
し
い
。

★
コ
ロ
ナ
に
慣
れ
、
手
指
消
毒

と
い
う
当
初
の
習
慣
を
忘
れ
か

け
て
い
た
。
健
康
最
前
線
を
読

み
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
や
ろ
う

と
思
っ
た
。

★
牧
野
さ
ん
宅
で
ジ
ャ
ン
ボ
白

菜
が
収
穫
さ
れ
た
そ
う
で
、
忙

し
い
毎
日
の
中
に
、
収
穫
の
秋

の
ニ
ュ
ー
ス
で
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
ク
ス
ッ
と
な
る
こ
ぼ
れ

話
が
良
い
。

★
み
か
げ
秋
ま
つ
り
の
よ
う
な

小
さ
な
催
し
に
も
目
を
向
け
て

も
ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た
。
広
報

紙
の
大
切
な
役
割
だ
と
思
う
。

★
清
水
小
学
校
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
開
封
の
記
事
が
、
と
て
も

新
鮮
だ
っ
た
。
直
接
関
係
し
て
い

な
く
と
も
楽
し
め
た
。

馬
場
　　壱い

ち
せ星

　ち
や
ん
（
　直
樹
　／
　由
起
菜
　）

斧
木
　　楓ふ

う
が我

　ち
や
ん
（
　祐
太
郎
　／
　彩
華
　）

誕
生

11/16～12/1511/16～12/15

あ

が

と

き

役場＝清水町役場　文セ＝文化センター　御支＝御影支所　保セ＝保健福祉センター　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　町体＝清水町体育館　アリ＝アイスアリーナ　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　し保＝しみず保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

人口  9,054 人人口  9,054 人 （（-8-8））

男  4,478 人（+2）　女 4,576 人（-10）男  4,478 人（+2）　女 4,576 人（-10）
世帯数  4,684（-1）世帯数  4,684（-1）
令和４年 10 月末現在 （　）は前月比令和４年 10 月末現在 （　）は前月比
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東
京
都
板
橋
区
訪
問

　　
10
月
15
日
、
板
橋
区
民
祭
り
へ

の
招
待
が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。

板
橋
区
と
は
、
北
区
同
様
に
渋
沢

栄
一
翁
が
ご
縁
で
、
昨
年
・
今
年

と
本
町
製
品
の
物
産
販
売
な
ど

で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　　
区
民
祭
り
は
、
３
年
振
り
の
開

催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
勢
の

人
々
で
賑
わ
い
、
さ
す
が
58
万
人

が
居
住
す
る
板
橋
区
！

　　
そ
の
後
、
板
橋
区
最
大
の
商
店

街
で
あ
る
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山

商
店
街
を
視
察
し
、
振
興
組
合
の

役
員
の
方
々
と
本
町
商
品
の
常
設

販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
の

商
談
⁉
が
進
み
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
坂
本
区
長
と
は
、
今
後
、

脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も

連
携
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
と

の
お
話
に
も
な
り
ま
し
た
。

町  

長  

の  

日  

記

※新型コロナウイルス感染症の影響を受け、行事が中止・延期になる可能性がありますので、ご了承願います。

■
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ

と
１
か
月
半
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
ね
。
少
し
早
い
気

も
し
ま
す
が
、
自
分
の
生
活

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
ど
こ
か
へ
出
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
代
わ
り
、
た
く

さ
ん
の
野
菜
を
食
べ
て
い
る

気
が
し
ま
す
！
季
節
ご
と
の

野
菜
を
自
分
で
調
理
し
て
食

べ
る
と
い
う
の
も
良
い
か
も

と
、
食
生
活
を
振
り
返
っ
て

思
い
ま
し
た
。（
笑
）（
中
澤
）

11/16 水
■除籍済み資料 ・ 雑誌の無料提供

　 ～ 21 日まで （図書 10 時～ 18 時）

17 木
■運転免許更新時講習 （文セ 優良 13 時
30 分、 一般 14 時 30 分、 違反 16 時）

18 金

19 土
■おはなし会

　（老人福祉センター 13 時 30 分）

20 日 ■チャレンジ・ザ・ゲーム講習会 （文セ 10 時）

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金
■清水町子ども大会 「作品展示会」
　 ～ 30 日まで （文セ 17 時）

26 土 ■おはなし会 （図書 11 時 30 分）

27 日

28 月

29 火

30 水

12/1 木
■エントランスホール展 「パステル画展 ねこ科
ミニ図鑑」　～ 28 日まで （図書 10 時）

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木
■人権擁護委員による 「人権相談会」
　 （保セ 10 時～ 12 時、御支 13 時～ 15 時）

9 金 ■町民と町長のふれあいトーク （役場 9 時）

10 土 ■しみずっこ地域食堂（老人福祉センター 11時）

11 日

12 月

13 火

14 水
■除籍済み資料 ・ 雑誌の無料提供

　 ～ 19 日まで （図書 10 時～ 18 時）

15 木
■運転免許更新時講習 （文セ 優良 13 時 30
分、 一般 14 時 30 分、 違反 16 時）

■
秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
朝

晩
が
冷
え
込
む
季
節
と
な
り

ま
し
た
ね
。
そ
の
様
な
中
、

清
水
高
校
生
た
ち
が
真
剣

に
模
擬
議
会
へ
取
り
組
む
姿

に
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
普
通
の
人
が

経
験
で
き
な
い
経
験
と
し

て
、
今
後
の
財
産
に
な
る
の

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

い
つ
か
清
水
町
に
戻
っ
て
来

て
く
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
谷
口
）

区民祭りでの挨拶の様子
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蔬
そ さ い

菜振興会ブロッコリー部会よ
り、学校給食の食材として、ブロッ
コリー 48 ㎏が寄贈されました。

図書館エントランスホール展で、介
護事務所「さくらさくら」利用者の
方々の作品展が開催されました。

「大笑いライブ in 十勝しみず」
が町文化センターで開催され、
229 名が来場しました。

「Ａ＠Ｌ十勝しみずプレミアムオペ
ラコンサート」が町文化センター
で開催され、70 名が来場しました。

町商工会青年部が主催した「しみずハ
ロウィンウォーク＆しみずハロウィン
フォトコンテスト」が開催されました。

アンサンブルグループ奏
そ ら

楽によるロ
ビーコンサートが、町文化センター
で開催され、70 名が来場しました。

北海道十勝しみず吹奏楽団のファー
ストコンサートが、町文化センター
で開催され、全11曲を演奏しました。

町が台湾の台中市政府教育局と、国際教
育交流協定を締結しました。町がアジア
圏と国際協定を結ぶのは初めてです。

宮坂建設工業㈱へ、社会貢献活
動（旧羽帯小跡 敷地内環境整備）
への感謝状を贈呈しました。

「みんなで１から考えるＳＤＧｓ講座」が町文
化センターで開催され、三井住友海上火災保
険㈱ 高殿裕行氏による講演が行われました。

㈱北土開発へ、社会貢献活動（松
葉公園遊具の修繕）への感謝状
を贈呈しました。

「～思いやりのひと手間～絵手紙教
室」が町御影公民館で開催され、８
名の参加者が描き方を学びました。

ＪＡ十勝清水町管理職会が、町内小
学校２か所と保育施設３か所に、６
Ｐチーズ 624 名分を寄贈しました。

町シルバー人材センター会員が、町
図書館と中央公園の落ち葉集めボ
ランティアを実施しました。

１０／１

１０／５

１０／６ １０／１６

１０／２０

１０／２７

１０／２３

１０／２９

１０／２６

１０／２９

１０／１７

１０／６１０／５

１０／２

じょうほうじょうほう
かわらばんかわらばん

し
み
ず
っ
こ
地
域
食
堂

65
食
を
提
供

深
谷
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

友
好
ク
ラ
ブ
締
結

Monthly TopicsMonthly Topics【まちのできごと】【まちのできごと】

　
10
月
８
日
、「
し
み
ず
っ
こ
地
域
食

堂
」
が
、
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
本
年
度
４
回
目
と
な
る
今
回

は
、
65
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
利
用
す
る
方
は
「
予
想
以

上
の
量
の
多
さ
と
豪
華
さ
に
び
っ
く

り
。
ご
飯
を
作
り
た
く
な
い
日
も
あ

る
し
、
安
い
し
、
ま
た
次
回
も
利
用

し
た
い
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
も
楽
し
そ
う
で
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
地
域
食
堂
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
、
清
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
、
埼
玉
県
深
谷
市
の
深
谷
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
友
好
ク
ラ

ブ
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
の
調
印
式
は
、
町
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
で
開
催
。
両
ク
ラ
ブ
会
長
を

は
じ
め
、
小
島
深
谷
市
長
や
阿
部
町

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
清
水
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
友
好
ク
ラ
ブ
を
締

結
す
る
の
は
初
め
て
で
、
両
ク
ラ
ブ

は
今
後
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

発
信
な
ど
を
相
互
に
行
う
予
定
で
す
。

　
10
月
の
間
、
町
内
金
融
機
関
６
か

所
の
店
頭
で
、
町
が
制
作
し
た
開
町

１
２
０
年
記
念
動
画
が
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
企
画
に
参
加
し
た
、
Ｊ
Ａ

十
勝
清
水
町
金
融
部
信
用
貯
金
課
の

長
井
課
長
は
「
映
像
を
見
て
行
く
お

客
様
が
多
く
、
清
水
町
の
歴
史
や
魅

力
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
良
い
な
と
思
う
。
開
町
の
お
祝
い

に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、「
牛
乳
・
乳
製
品
料

理
講
習
会
」
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
の
目
的

は
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
。
参
加
者
は
、

１
品
30
分
程
度
で
完
成
で
き
る
レ
シ

ピ
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
は
「
知
人
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
。
顔
見
知
り
も
い
て
、

相
談
し
な
が
ら
作
れ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
終
始
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
料
理
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

開
町
１
２
０
年
記
念
動
画

町
内
金
融
機
関
が
放
映

乳
製
品
の
消
費
拡
大
へ

料
理
講
習
会
を
開
催

ＪＡ十勝清水町 店頭放映の様子ＪＡ十勝清水町 店頭放映の様子

来場者とボランティアのみなさん来場者とボランティアのみなさん

参加者のみなさん参加者のみなさん

清水ロータリークラブ清水ロータリークラブ
梶竹征 会長梶竹征 会長

深谷東ロータリークラブ深谷東ロータリークラブ
長岡秋佳 会長長岡秋佳 会長
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清水高校生、
まちづくりに参加――

10月 18日、清水高校３年生による模擬議会が実施されました。
「総合的な探究の時間」を活用した、この取り組みは今年で３回目。
半年間、真剣に取り組んできた生徒たちに話を聞きました。
模擬議会を通じ、生徒たちは何を感じたのでしょう――

小池唯衣さん 大川皓星さん脇本春希さん柳井康希さん

本
番
へ
向
け
て
、
準
備
し
た
こ
と
は
？

本
番
へ
向
け
て
、
準
備
し
た
こ
と
は
？

小
池
小
池　
５
月
頃
か
ら
、
人
口
増
加
の
た
め

　
５
月
頃
か
ら
、
人
口
増
加
の
た
め

の
課
題
を
見
つ
け
、
具
体
的
な
政
策
を
考

の
課
題
を
見
つ
け
、
具
体
的
な
政
策
を
考

え
始
め
ま
し
た
。

え
始
め
ま
し
た
。

脇
本
脇
本　
役
場
職
員
の
方
に
も
話
を
聞
き
、

　
役
場
職
員
の
方
に
も
話
を
聞
き
、

班
ご
と
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
も
っ
と
深

班
ご
と
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
も
っ
と
深

い
質
問
内
容
と
な
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し

い
質
問
内
容
と
な
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し

た
。
た
。

大
川
大
川　
そ
の
後
で
議
員
さ
ん
に
会
い
、
最

　
そ
の
後
で
議
員
さ
ん
に
会
い
、
最

初
の
原
案
の
甘
さ
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ

初
の
原
案
の
甘
さ
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
、
改
善
を
重
ね
ま
し
た
。

ス
を
も
ら
い
、
改
善
を
重
ね
ま
し
た
。

柳
井
柳
井　　
1010
月
に
入
っ
て
か
ら
、
議
員
の
皆

月
に
入
っ
て
か
ら
、
議
員
の
皆

さ
ん
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
、
さ
ら
に

さ
ん
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
、
さ
ら
に

質
問
内
容
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

質
問
内
容
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

実
際
の
模
擬
議
会
は
、
ど
う
で
し
た
か
？

実
際
の
模
擬
議
会
は
、
ど
う
で
し
た
か
？

柳
井　
大
人
の
方
は
、
こ
ん
な
に
難
し
い

こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た

し
、
本
番
は
緊
張
し
ま
し
た
。

大
川　
自
分
は
当
日
参
加
で
き
ず
、
仲
間

か
ら
「
想
定
外
の
答
弁
が
あ
っ
て
、
自
分

た
ち
が
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
り

に
く
か
っ
た
」
と
聞
き
ま
し
た
。
再
質
問

を
重
ね
て
、
最
終
的
に
は
伝
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

脇
本　
半
年
間
、ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、

頑
張
っ
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
の

場
で
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
し
っ
か
り
言

え
た
の
で
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
た

ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

小
池　
と
て
も
緊
張
し
て
、
う
ま
く
伝
え

ら
れ
ず
、
心
残
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い

う
経
験
が
な
い
の
で
、
清
水
町
に
つ
い
て

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
？

取
り
組
み
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
？

将
来
に
、
ど
う
生
か
し
た
い
で
す
か
？

将
来
に
、
ど
う
生
か
し
た
い
で
す
か
？

小
池
小
池　
将
来
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

　
将
来
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
経
験
を
も

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
経
験
を
も

と
に
、
様
々
な
視
点
で
人
の
た
め
に
何
が

と
に
、
様
々
な
視
点
で
人
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

脇
本
脇
本　　
こ
の
先
、
生
き
て
い
く
中
で
、
自

こ
の
先
、
生
き
て
い
く
中
で
、
自

分
た
ち
の
意
見
を
考
え
て
、
人
に
伝
え
る

分
た
ち
の
意
見
を
考
え
て
、
人
に
伝
え
る

場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
経
験
と

場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
経
験
と

し
て
、
普
通
の
人
が
経
験
で
き
な
い
模
擬

し
て
、
普
通
の
人
が
経
験
で
き
な
い
模
擬

議
会
に
取
り
組
め
て
良
か
っ
た
で
す
。

議
会
に
取
り
組
め
て
良
か
っ
た
で
す
。

大
川
大
川　
例
え
ば
、
人
口
に
つ
い
て
考
え
る

　
例
え
ば
、
人
口
に
つ
い
て
考
え
る

時
、外
か
ら
人
を
呼
ん
で
来
れ
ば
良
い
と
、

時
、外
か
ら
人
を
呼
ん
で
来
れ
ば
良
い
と
、

今
ま
で
は
抽
象
的
に
考
え
が
ち
で
し
た
。

今
ま
で
は
抽
象
的
に
考
え
が
ち
で
し
た
。

人
を
呼
ぶ
た
め
に
は
、
何
に
取
り
組
め
ば

人
を
呼
ぶ
た
め
に
は
、
何
に
取
り
組
め
ば

良
い
か
な
ど
、
以
前
よ
り
、
具
体
的
な
考

良
い
か
な
ど
、
以
前
よ
り
、
具
体
的
な
考

え
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
一
番

え
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
一
番

大
き
い
学
び
で
す
ね
。

大
き
い
学
び
で
す
ね
。

柳
井
柳
井　
将
来
は
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る

　
将
来
は
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る

の
で
、
大
勢
の
人
の
前
で
自
分
の
意
見
や

の
で
、
大
勢
の
人
の
前
で
自
分
の
意
見
や

考
え
を
発
表
で
き
て
、
社
会
に
出
る
上
で

考
え
を
発
表
で
き
て
、
社
会
に
出
る
上
で

の
、お
手
本
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の
、お
手
本
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
に
、

―
―
こ
れ
か
ら
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
に
、

期
待
す
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

期
待
す
る
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

山本・小池・對馬 班
『清水町の知名度を上げるための特産品の活用について』

大川・松田 班
『人口増加に向けた移住・定住について』

阿部・脇本 班 
『新しいイベントについて』

模擬議会を終えて、
インタビューに答えてくれたみなさん

諸永・柳井 班
『とかち観光大使を使った関係人口の増加について』

模擬議会での質問内容

●
発
行
　北
海
道
清
水
町
　●
編
集
　企
画
課
広
報
広
聴
係
　

●
発
行
　北
海
道
清
水
町
　●
編
集
　企
画
課
広
報
広
聴
係
　☎
０
１
５
６

☎
０
１
５
６( ( 

6262))

２
１
１
４

２
１
１
４

●
発
行
・
編
集
　清
水
町
教
育
委
員
会
　　　　　　　　　

●
発
行
・
編
集
　清
水
町
教
育
委
員
会
　　　　　　　　　         

         

☎
０
１
５
６

☎
０
１
５
６((

6262) ) 

５
１
１
５

５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 h
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広
報
し
み
ず
７
６
５
号

広
報
し
み
ず
７
６
５
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
８
８
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
８
８
号

1111
月
号
月
号
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